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研究成果の概要（和文）：　本研究は、音楽表現活動のプロセス全体をさす「音楽デザイン｣の概念や構想を取り入れ
、誰もが音のイメージを具体化し、生活の中に｢音の記憶｣を根付かせることができる創造的な音楽表現活動の実現を目
的とするものである。
　音楽デザイン的構想に基づいて創作活動を再考することにより創作活動の意義と留意点があきらかになった。創作学
習支援システムの構築のためにタブレット端末を導入し，講習会やワークショップを通して，具体的な授業プランを広
く提案した。また，愛媛県内の小・中・高等学校と連携して授業実践を行い，楽しい創作活動を展開した。ICTの有用
性は実証できたが，教師の支援や評価方法についての課題も明確となった。

研究成果の概要（英文）：This study refers to the entire process of musical expression activities 
incorporating the concept and vision of the "music design", creative everyone to embody the image of the 
sound, it can be rooted the "memory of sound" in the life achieved is to the purpose of such musical 
expression activities.
Significance and Considerations of creative activity revealed by to reconsider the creative activity on 
the basis of the music in design concept. Introducing a tablet device for the construction of creative 
learning support system, through seminars and workshops, it was widely proposed a concrete lesson plans. 
Also conducted a class practice in conjunction with Elemntary Schoo,Junior High School and High School in 
Ehime Prefecture, it was to expand the fun creative activities. Usefulness of ICT has been able to 
demonstrate, challenges for the support and evaluation methods of teachers also became clear.

研究分野： 音楽デザイン（作曲）
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１．研究開始当初の背景 
音楽科教育における創作指導は，表現領域

の活動として，歌唱・器楽とともに，その内
容と取り扱いが示されてきた。しかし，現場
においては，歌唱・器楽に比して，創作の時
間が十分に確保されていなかったり，その本
質が十分に理解されないままに実践されて
いたりする場合が多い。また，多くの創作指
導の実践例が報告されても，一部の教師の取
組に終わり，現場に広く定着したとは言い難
い。国立教育政策研究所の「音楽等質問紙調
査（平成 17 年）」の結果でも，音楽創作活動
を指導したという教師の割合は低く，創作が
生徒の興味・関心を引き，生徒にとって難し
いと考えている教師が多数を占めている。 
平成 20 年（小・中学校）および平成 21 年

（高等学校）に改訂・告示された学習指導要
領では，この現状を踏まえ，創作活動の焦点
化・明確化に配慮して，音楽づくり（小学校）
創作（中・高等学校）の具体的な内容が示さ
れている。音楽科教育において，創作活動の
重要性があらためて注目されている。 
 
２．研究の目的 
本研究に先立ち，大学生を対象に「創作活

動についてのアンケート」を実施した（平成
22 年実施）。）このアンケートは，小・中・高
等学校の音楽の授業で行った創作活動につ
いて，その時期や内容について問うものであ
る。ほとんどが音楽を専攻している学生であ
るため，小・中・高等学校において，音楽に
関心の高い児童・生徒であったと思われるが，
創作活動の経験について具体的にコメント
できる学生が，予想以上に少ない結果であっ
たことに驚いた。 
しかし，アンケートの自由記述欄に書かれ

た内容や学生から聞き取り調査では，実際に
は創作活動が全く行われていなかったわけ
ではないと推測した。それは，実際に行われ
た創作活動が，理論学習に終始して，つくる
楽しさを味わえない内容であったり，グルー
プ創作ではだれかに任せきりであまり活動
に関われていなかったり，作品が完成に至ら
ず中途半端な活動に終わっていたりして，創
作活動に「楽しさ」や「感動」を味わうこと
がなかったため「経験がない」「記憶がない」
と回答したのではないかと考えられたから
である。つまり，創作活動が「音の記憶」と
して蓄積されていなかったのである。 
本研究は，音楽表現活動のプロセスをさす

「音楽デザイン｣の概念や構想を取り入れ，
誰もが音のイメージを具体化し，生活の中に
｢音の記憶｣を根付かせることができる創造
的な音楽表現活動の実現を目的とするもの
である。 
 
３．研究の方法 
本研究は，目的を達成するために三つの柱

によって計画を立案した。 
(1) 音楽デザイン的構想による創作学習プロ

グラムの立案 
(2) ICT を活用した創作学習支援システムの
構築と教材開発 

(3) 小・中・高等学校の教育現場と連携した
授業実践 
井上（研究代表者）は，コンピュータや電

子楽器を活用した自作品の発表・演奏を行っ
てきた経験を持つ。また，20 余年間の中学校
音楽科教員として行った創作指導の実践研
究の成果をふまえ，ICT を活用した創造的な
音楽学習プログラムを開発し，教師の創作指
導と子どもたちの学びをサポートする活動
を行う。さらに，附属学校や公立学校の教育
現場と連携した実践によって研究の成果を
検証する。 
 
４．研究成果 
(1) 音楽デザイン的構想による創作学習プ
ログラムの立案 
本研究では「音の記憶」を蓄積させる創作

活動として，音楽デザイン的構想に基づく創
作学習プログラムの導入を提唱する。本研究
では「音楽デザイン」を，音楽表現の過程の
中のあらゆる創造的な行為であり，音楽コミ
ュニケーションの基盤となる構想ととらえ
ている。言い直すと，音楽によって自分らし
く表現する行為，自分らしく生きようとする
構想である。つまり，音楽をデザインする過
程は，つくって表現する全過程であり，音楽
を通して自分らしさを発見する行為すべて
のことを「音楽デザイン」とする。 
先の「創作活動についてのアンケート」の

記憶に残った創作活動の回答，創作指導の先
進校の実践例，先行研究等を分析し，「音の
記憶」を蓄積する創作活動へと改善するため
の要件・留意事項をまとめた。 
○音楽や作曲についての理論学習は（発達や
学年に応じて）必要最小限なものとするこ
と。 

○だれもが（一人であっても）「つくる活動」
にふれることができる内容であること。 

○作品は楽譜や録音など，具体的な形に完成
させること。 

○「つくる活動」と歌唱や器楽等の「表現す
る活動」がセットになっていること。 

○お互いの作品のよさを認め合うため発表
の場が設定されていること。 
また，なぜ，なんのために，どのようにし

てつくるのかを明示し，創作活動に取り組む
意義や目的を理解させることも重要である。
次のような素材や方法の導入が有効である。 
○子どもたちにとってイメージしやすい身
近な内容を素材とする。 

○卒業式，文化祭等の学校行事や地域行事と
関連させるなど，つくる目的を明確化す
る。 

○得意な楽器やコンピュータ，電子機器等を
活用して興味・関心を引き出す。 
さらに，活動が単発的なものに終わること

なく，つくる技能の上達や作品の質的向上が



実感できるように，継続性や発展性をもって
取り組ませる。文字・ことば，絵・写真・動
画等，言語表現や視覚・映像表現と関連を図
った総合的な表現への取組，コラボレーショ
ン作品の制作も効果的である。 
 
(2) ICT を活用した創作学習支援システムの
構築と教材開発 

①ハードウェアの整備 
研究 1年次（平成 24 年），まず創作指導を

行うための ICT 環境整備として，タブレット
型 PC（iPad）を生徒用に 10 台導入し，4人 1
組によるグループ創作の授業実践を行った。
無線ルーターとAppleTVを音楽室内に配備し，
簡易ネットワークを介した作品データの共
有を可能にした。この授業実践の結果，2 人
ペアや1人ずつの創作が望ましいと思われる
場面や内容が多かったため，2年次（平成 25
年）に，iPad mini を 10 台追加購入した。こ
れにより学内の研究室備品の iPad mini 20
台と合わせ 40 台となり，児童・生徒一人 1
台による本格的な創作学習支援システム運
用のための環境が整い，学習形態に応じた
ICT 活用の工夫が可能となった。 
②タブレット端末の比較 
ICT 関連の動向は日進月歩で変化している。

本研究期間中にも Windows や Android を OS
とするタブレット端末が iPad に比べて安価
であることから急速に普及し，学校その他の
教育機関でも採用され始めてきた。３年次は
OS の異なるタブレットを購入し，比較検討を
行って今後のICTの音楽教育への活用の展望
について考察した。 
従来のパソコンによる音楽制作は，DTM

（DeskTopMusic）と呼ばれる。Notatioon（譜
面作成），Sequencer（自動演奏・記録）ソフ
トウェアを核にして，オーディオ・インター
フェースやキーボードなど外部音源や入力
機器を組み合わせた DAW（DigitalAudio 
Workstation）によって行うことが一般的で
ある。拡張性は高いがシステムも複雑になる。 
一方タブレット端末による音楽制作では

アプリ単体が音源を内蔵し，タッチ入力が中
心であり非常にシンプルである。 
本研究では iOS 端末（iPad・iPhone・

iPodTouch）を採用した。iOS は，楽器メーカ
ー製の有料アプリが充実しており，完成度が
高く音質も優れている。Inter-App Audio 対
応アプリでは，複数アプリ間で連携して高度
な音楽制作が可能となる点も優れている。本
研究で活用した音楽アプリは，SymphonyPro
（Xenon Labs, LLC），タッチノーテーション
（KAWAI），GarageBand（Apple），iKaossilator
（KORG），iVOCALOID（YAMAHA）等である。 
Android 端末は，多数メーカーから発売さ

れ，スマホ普及率とともにシェアを急速に伸
ばしている。音楽アプリも安価で数も非常に
多いが，音源や機能を増やそうとすると課金
されるものが多い。また，動作が不安定なも
のが少なくない。しかし iOS アプリと共通の

アプリも登場してくるようになり，また，端
末の開発・発売サイクルが速く，性能は向上
している。 
学校現場の導入例ではWindows端末の採用

が増えている。パソコンメーカーの協賛や支
援によるところも多いが，何より教師の使い
慣れたソフトがそのまま使える点でメリッ
トがある。電子黒板連携アプリも生徒用端末
はマルチ OS 対応である場合が多いが，教師
機は Winmdows か Mac OS がほとんどである。 
③教材開発 
ハード面の環境整備とともに，前項の「音

の記憶」を蓄積させるための音楽づくり・創
作の授業プランを立案した。以下の授業プラ
ンでは，音楽デザイン的構想に基づいてタブ
レット端末の活用した「つくる活動」と身近
にある教育楽器を用いた「表現（演奏）する
活動」をセットにしている。 
○音のしりとり・なかとり（小学校中学年） 
○全音音階で不思議な音楽をつくろう（小学
校中学年） 

○4小節で「起承転結」～オリジナルチャイ
ムをつくろう（小学校中学年） 

○チャイム協奏曲～ペンタトニックでアン
サンブルを楽しもう（小学校高学年） 

○ヨナ抜き音階で短歌を歌にしよう（小学校
高学年・中学校・高等学校） 

○循環コードを使ってオリジナル曲をつく
ろう！（小学校高学年・中学校・高等学校） 

○カノンコードで歌をつくろう（中学校・高
等学校） 

○ジングルをつくろう（中学校・高等学校） 
また，教育委員会等からの要請に応じ講習

会・ワークショップの講師を務めたり，愛媛
作曲協議会と連携して，作曲講座を開催した
りして，上記の授業プランを試行した。以下
は本研究期間中に実施した講習会・ワークシ
ョップ名／題目である。 
○平成24年度愛媛県教職員レベルアップセ
ミナー・松山市教科サマーセミナー／コ
ンピュータと簡易楽器を使った楽しい音
楽づくり 

○平成 24 年度中学校及び県立学校 10 年教
職経験者研修／創作の意義－「つくって
表現する」の事例から－ 

○平成 24 年度大洲市小・中学校音楽科夏季
研修会／音楽づくりの授業アイディア 

○平成24年度松山市中学校音楽主任会夏季
実技研修会／音楽づくりのヒント 

○平成25年度愛媛県教職員レベルアップセ
ミナー・松山市教科サマーセミナー／タ
ブレットＰＣと簡易楽器を使った楽しい
音楽づくり 

○平成 25 年度大洲市小・中学校音楽科夏季
研修会／音楽づくりの授業アイディア 

○第 3 回愛媛作曲協議会プレゼンツ「えら
べる作曲教室」／タブレットで音楽づく
りを楽しもう！ 

○第 4 回愛媛作曲協議会プレゼンツ「えら
べる作曲教室」／タブレットで音楽づく



りを楽しもう！ パート 2 
○平成25年度愛媛県教職員レベルアップセ
ミナー・松山市教科サマーセミナー／タ
ブレットＰＣを用いた音楽づくり・創作
のアイディアとヒント 

○平成26年度八幡浜市中学校音楽部会夏季
実技研修会／ICT を活用した授業改善 

○平成26年度教員免許状更新講習／音楽づ
くりのヒントとアイディア 

○愛媛大学教育学部附属小学校 土曜学習
／タブレットを使った音楽づくり～めざ
せ！ベートーヴェン 
これらの講習会に参加した現場の教師か

ら，創作活動に対する関心や期待，並々なら
ぬ意欲を肌で感じた。また，ワークショップ
に参加した児童・生徒からは，自分のオリジ
ナル作品をつくる楽しさやそれを聴いても
らう喜びを味わったという感想，次回も参加
したいという声を多数きくことができた。 
一方で，教師のアンケートからは不安の声

もあった。「創作の理論や方法を子どもたち
に説明することがむずかしい」「音の記憶は
どうやって評価するのか」という声である。
本研究は，そういった教師に，創作指導の道
筋を示し，少しでも苦手意識や不安を解消す
るものでありたいと考え，タブレット端末を
用いた具体的なプランを提示し，子どもたち
の興味・関心を引き出しながら，手軽に創作
活動を楽しむことを示したかった。しかし，
これらのプランにおいても，音楽や作曲に関
する理論的な説明は必要不可欠であり，その
部分が学習指導要領における〔共通事項〕に
大きく関わり，創作指導の肝であることはま
ちがいない。講習会で示した授業プランでは，
ICT の活用方法やアイディアを中心としたた
め，音にどのような秩序・法則を与えて音楽
にするのか，それを児童・生徒に説明するた
めの方法，児童・生徒一人一人に対する評価
の在り方について，十分に説明しきれていな
い。 
 
(3) 小・中・高等学校の教育現場と連携した
授業実践 
本研究では，初年次に iPad を導入して以

来，愛媛大学教育学部附属小・中学校をはじ
め，愛媛県内の公立学校に授業実践研究の協
力を依頼した。幸いなことに，附属学校はも
ちろんのこと，公立学校とも研究目的が一致
するところがあり，多くの実践の機会を得る
ことができた。 
実践校には，授業実践の前後 1 か月程度，

iPad（教師用・生徒用），AppleTV，無線ルー
ター等を実践校に貸し出した。基本的には，
実践校のカリキュラムを優先するため，各校
の音楽科教員に学習指導案の作成と使用す
るアプリの選択を委任した。また，授業後に
は，児童・生徒へのアンケート（項目・内容
は各校の研究目的に応じて作成）を実施した。 
以下は，本研究期間中に行った，実践校名

／題材名（学年）／使用アプリ名である。 

○愛媛県立松山東高等学校／東高MUSIC-MAP
をつくろう（高等学校 1 年）／カメラ・
iVOCALOID 

○愛媛大学教育学部附属小学校／つくって
つなげてぼくらの音楽～未来の音楽をつ
くりだそう～（小学校 5年）／SymphonyPro 

○愛媛大学教育学部附属中学校／コード進
行を使って作曲しよう（中学校 2 年）／
GarageBand 

○愛媛県立東温高等学校／手軽に楽しくレ
コーディングしてみよう（高等学校 2年）
／GarageBand・iVOCALOID 

○愛媛大学教育学部附属中学校／MySong を
つくろう（中学校 1年）／GarageBand 

○愛媛大学教育学部附属中学校／ボーカロ
イドでオリジナル曲を作曲しよう（中学校
2年）／iVOCALOID 

○愛媛県立川之石高等学校／わらべ歌をつ
くろう（高等学校 1年）／TouchNotation 
すべての実践において，iPad の導入によ

って多くの児童・生徒の関心を高め，意欲を
引き出す活動が展開できた。 

小学校 5年「つくってつなげてぼくらの音
楽～未来の音楽をつくりだそう～」は，ふし
づくりの道具として Notation アプリを用い
た。この実践後のアンケート結果でも，ほと
んどの児童が iPad を使った音楽づくりは楽
しい活動であったと答えている。 
○とても楽しかった。39人（62%） 
○楽しかった。21 人（33%） 
○あまり楽しくなかった。1人（2%） 
○全然楽しくなかった。0人（0%） 
○特に何も思わない。2人（3%） 

また，音楽づくりに，iPad は便利だった
かという質問にも，多くの児童が，便利であ
ったと回答している。 
○とても便利だった。36人（58%） 
○便利だった。21 人（33%） 
○あまり便利ではなかった。4人（6%） 
○不便だった。1人（1%） 
 次は，どんなところが便利であったかとい
う質問への回答を集計したものである。 
①つくったメロディをすぐに音で確認でき
る。33 人 

②鍵盤で楽譜を入力できる。31 人 
③何回でもやり直しができる。21 人 
④メロディの音色をいろいろな音に変える
ことができる。19 人 

⑤友だちや先生にその場できいてもらうこ
とができる。14 人 



⑥指で音符を選んで簡単に楽譜をつくるこ
とができる。13 人 

⑦簡単に同じメロディをコピーしたり，いら
ないところをカットしたりできる。10人 

○その他 
画面を直接触るから楽だった。音符を書か
なくていい。 
友達と一緒にやりやすい。音符を入れる時，
音が聞こえてよかった。等 
 小学校の実践では，児童の誰もが iPad に
ふれたがり，各自が自由に音楽づくりに熱中
したくなるが，中学校・高校の実践では，共
同制作の形態でも，うまくグループ内で役割
分担ができるようになる。中学校での男女ペ
アの共同制作では，となり同士の物理的距離
が縮まり，創作についての会話が増加し，コ
ミュニケーションが活性化する効果が目で
みてとれた。 

高等学校 2年「手軽に楽しくレコーディン
グしてみよう」は，カノンコード用いた曲「翼
をください」を，実際にポピュラー音楽のレ
コーディング手順（ドラム～ベース～コード
～ボーカル）に沿って，iPad に入力していく
授業である。 

この実践では，次の感想の通り，音楽制作
の過程を経験することによって，鑑賞の能力
を高める効果があることを確認できた。 
○一つ一つの楽器の音を意識して聴けるよ
うになった。 

○ボーカロイドの曲に興味を持ち，その背
景のリズムも意識するようになった。 

○音楽づくりを学んだので歌だけでなくド
ラムやギターの音を注意して聴くように
なった。 

○楽器の組み合わせや様々なリズムを聴く
ことができた。 

○どのように音楽が作られているか考えな
がら曲を聴けるようになった。 

○曲の構造に興味を持つようになった。 

○メインボーカルだけでなく伴奏の音やハ
モリも気にして聴くようになった。 

高校生は，ほとんどの生徒がスマホを所持
しており，授業で使用したアプリを自分のス
マホにもインストールして，生活に役立てた
いという感想もみられた。 
 
(4) 今後の展望 
前項の教材開発・授業プランの課題であっ

た教師の支援や評価について，授業実践にお
いては，学習指導案に練り込んでいく段階で，
また，実際の授業場面で，各教師により臨機
応変に対応していることがわかった。学習指
導案には，具体的な評価の観点や評価計画が
盛り込まれ，また，教師によってサンプル作
品を準備し，その紹介や説明によって理論的
なアドバイスを行っている。児童・生徒のワ
ークシートや作品をみると，教師の支援が色
濃く反映されている。今後は，この教師の力
量の部分も含めて授業プランの改善を図り
たい。 
本研究で得た知見および成果は，実際に導

入を計画している小・中・高等学校の現場か
らの要請もあり，音楽教育における ICT 環境
整備の在り方，授業内容や目的に応じたタブ
レット端末やアプリの選び方，授業実践レベ
ルの教材開発の在り方等の提言に役立てた
い。 
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〔その他〕 
ホームページ等 
①土曜学習を開催 
http://www.ehime-u.ac.jp/inftrmation/pr
ess/release/pdf/pressrelease2ol5ol 
19.pdf 
②愛媛大学附属小学校土曜学習タブレット
を使った音楽づくり～めざせ！ベートーヴ
ェン 
https://www.youtube.com/playlist?list 
=PLvZ2ldTE5PmNpkbjnYtoON4HPaNH2eBXy 
③愛媛作曲協議会えらべる作曲教室開催
中！ 
http://ehimesakkyoku.com/index.html 
 
②は児童・本人の同意を得て公開している。 
③は研究者が所属する愛媛作曲協議会の公
式サイトである。実践として行った一般向け
講座の模様の動画にリンクされている。 
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